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芸術の秋珠洲市表彰規程に基づく功労者表彰受賞者
健民体育館の災害復旧工事（内部工事）完了
全国からの応援職員
令和８年度珠洲市職員採用候補者試験
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珠洲市表彰規程に基づく
功労者表彰受賞者

　表彰規程に基づき、珠洲市の発展に寄与された２名の方を、表彰
することとしました。表彰式は下記のとおり行います。

■表彰式　令和８年 11 月３日（火・祝）10 時～ ラポルトすず

　昭和 53 年９月に珠洲市音楽文化協会に入会以来、理事や事務局長を歴任し、協
会の運営に貢献され、現在も会長として音楽文化の振興に尽力されています。
　平成３年の「第 46 回国民体育大会（石川国体）」開閉会式では音楽隊合唱団珠洲
市代表事務局として、また、平成４年の「第７回国民文化祭・石川 92」のダイナミッ
クサウンド吹奏楽祭や、平成８年の「第 16 回全国豊かな海づくり大会」歓迎行事
音楽部門の運営に携わられ、大会の成功と本市の音楽文化の発展に寄与されました。
　また、令和７年には、珠洲市音楽文化協会創立 50 周年を記念するスプリングコ
ンサートを開催。市内の合唱団や吹奏楽団などが出演し、音楽の力を復興への活力
につなげられました。長年にわたり多くの音楽活動の推進に尽力され、本市におけ
る音楽文化の振興に寄与された功績は多大であります。
　このほか、平成 27 年５月に、奥能登国際芸術祭実行委員会委員に就任以来、県
内外のボランティアサポーターとの懸け橋となり、芸術祭の成功に寄与されていま
す。また、平成 31 年３月には一般社団法人サポートスズ代表理事に就任され、現
在もアートによる交流人口、関係人口の拡大に取り組まれている。

　平成 18 年３月に珠洲市農業協同組合専務理事に就任され、平成 24 年３月
には代表理事組合長に就任。「えびす南瓜」「能登大納言小豆」「ブロッコリー」「原
木しいたけ」などの生産振興を図り、本市での産地育成に尽力され、本市の農
業の発展に寄与された功績は多大であります。
　また、平成 27 年の「第 48 回全農乾椎茸品評会」の石川県開催に力を注がれ、
令和元年 11 月には奥能登原木しいたけ活性化協議会会長に就任。「のとてまり」

「のと 115」のブランド化や里山の保全活動に積極的に取り組まれ、令和４年
には「のとてまり」が「百万石の極み」20 品目に選出されました。このほか、
協議会としての森林の多面的な利用、中高生の植林支援などによる令和６年の

「いしかわ森林環境功労者表彰」や、原木しいたけの生産拡大による令和７年
の「第１回石川の農林漁業文化賞」の受賞に大きく寄与されました。
　現在も震災復興イベントとして、原木しいたけの収穫体験、植菌体験などの
開催により県内外からの誘客を図り、珠洲市をはじめとする奥能登の農林業の
振興に継続して取り組まれています。

樋下 義勝さん
若山町宇都山

Hinoshita　  Yoshikatsu

南方 治さん
馬緤町

Nampo　  Osamu
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11 月 20 日以降に「けんこうマイレージ」との連携で　

ウォーキングポイント が貯まります！　

　11 月 20 日から、のとピッとで、歩いてポイントが貯まるウォーキングポイントが珠洲市でスタート！
利用には「けんこうマイレージ」との連携が必要ですので、出張窓口もぜひご活用ください。

　また、11 月 30 日まではポイント倍増キャンペーンも実施中！この機会にぜひご利用ください。

歩数 通常 11 月 20 日～ 30 日

3,000 歩以上 ２P ４P
5,000 歩以上 ３P ６P
8,000 歩以上 ４P ８P▶×２

　

のとピッとホーム画面にある
「けんこうマイレージ」から
連携設定を行ってください。
※ 11 月 20 日以降、連携可能

　　　　設定方法は
ご利用ガイド

12・13 ページに記載

　

開催日 時間 会場

11 月 20 日（金）
10 時～ 16 時 珠洲市役所

11 月 26 日（木）

～すでにご利用いただいている方も大歓迎！～

出張窓口で
けんこうマイレージ

の追加を
サポートします！

　

　健民体育館 の 災害復旧工事（内部工事）が 完了しました。

健民体育館の災害復旧工事の内部工事が完了し、以前のとおり利用できます。

■利用時間
　9 時から 21 時まで

■利用料金
　○一般 ( 市内在住 )　　１人につき、昼間半日 50 円、夜間 80 円
　○高校生以下　　１人につき、昼間半日 20 円、夜間 30 円

■問い合わせ　
　健民体育館　☎ 0768(82)5100

のとピッと
ご利用ガイド
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　疾病別医療費の割合を、入院・入院
外の合計で見ると、新生物が最も高く、
循環器系、内分泌系と続いています。
　生活習慣病は右図の新生物、循環器
系、内分泌系、腎尿路生殖器系で合計
49.3% を占めています。

令和７年度の疾病別医療費の割合

１人当たりの医療費は年間462,331 円

県全体・同規模自治体と比べ
生活習慣病の割合が高い

生活習慣病医療費 その他0 20 40 60 80 100

珠洲市

石川県

同規模
20％0 40％ 60％ 80％ 100％

49.3％

46.7％

47.4％

50.7％

53.3％

52.6％

令和７年度の生活習慣病医療費構成割合

　珠洲市の国民健康保険における
令和７年度１人当たり医療費合計
は 462,331 円となり、令和６年
度と比較すると 49,565 円増加し
ました。石川県および全国の同規
模市と比べて１人当たり医療費は
格段に高くなっています。
　また、男性と女性ともに 40 代
から医療費に占める生活習慣病
の割合が高くなり、男性では 60
代で約 61％、女性では 50 代で
約 49％と最も高い割合となって
います。

32

入院・入院外
合計

1,238,124千円

新生物（がんなど） 
19.2％

循環器系（心疾患など）
11.5％

内分泌系（糖尿病など） 
10.9％

筋骨格系（骨粗しょう症）
9.7％

消化器系（胃炎など）
5.6％

腎尿路生殖器系（腎不全など）
7.7％

精神障害（精神病など）
7.3％

その他
   16.7％

呼吸器系（急性鼻咽頭炎など）
5.5％

神経系（パーキンソン病など）
5.9％

目で見る珠洲市の国民健康保険目で見る珠洲市の国民健康保険

■市民課医療保険・年金係　☎０７６８（８２）７７４１問い合わせ

生活習慣病が医療費の半数を占める

重症化した人のうち過去３年間連続で特
定健診を受診していない人は半数以上

　令和７年度の特定健診にお
いて、生活習慣病が重症化し
たと診断された人は 74 人で
あり、過去３年連続で特定健
診を受診していない人の割合
が約 66％と半数以上を占め
ています。

　令和７年度結果
（令和４年度～令和６年度の受診回数）

０回
24.3％

１回
20.3％２回

21.6％

３回
33.8％ 合計

74人

“生活習慣病の重症化”の定義は HbAlc7.0 以上
であること

珠洲市

石川県

同規模

令和７年度

入院 入院外

国民健康保険の 1 人当たりの医療費

令和６年度

0

1
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
0

4
0
0
0
0
0

177,664 円

190,163 円

179,747 円

235,102 円

218,476 円

221,423 円

412,766 円

408,639 円

401,170 円

10 万 20 万 30 万 40 万0

0

1
0
0
0
0
0

2
0
0
0
0
0

3
0
0
0
0
0

4
0
0
0
0
0

223,527 円

196,157 円

185,035 円

238,804 円

225,860 円

226,802 円

462,331 円

422,017 円

411,837 円

10 万 20 万 30 万 40 万0

医療費・・・病院・診療所における医療費（歯科を除く）
同規模・・・人口 5 万人未満の 288 市の平均

1

　

医療費を減らすためのポイント
　生活習慣病が悪化すると、脳梗塞や脳出血、心不全などにつながり、医療費の負担が大きくなります。 
　医療費の負担を減らすためには、特定健診を受けることが大切です。特定健診は、自分では気付かない体の異
常を見つけ、病気の予防や重症化を防ぐための大切な健診です。年に 1 回は必ず特定健診を受けましょう。

入院 入院外

１ 新生物　22.4% 内分泌系　19.2%

２ 精神障害疾患　11.9% 新生物　16.2%

３ 循環器系　11.3% 循環器系　11.8%

疾病別医療費割合　入院・入院外トップ３
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■集団健診　［会場］健康増進センター　［予約］９時～ 10 時 30 分　

11 月 30 日（月）まで
（集団健診は 11 月 28 日が最後）健康診断が終了します

　後期高齢者医療保険や 40 歳以上で国民健康保険に加入している方を対象とした健康診断が終了します。健康
診断をまだ受けていない方は、早めに受診しましょう。
　また、通院治療中の方も対象です。受診日に合わせて健診を受けることもできますので、届いた案内はがきを
持参し、主治医にご相談ください。

■個別健診

～ 職場健診を受けたみなさんへ ～
　市の特定健診を受けていない人で、職場で健診を受けた人は健診結果を健康増進センターまたは市民課までお持ちくだ
さい。保健師や管理栄養士から生活習慣の改善や健康づくりのためのアドバイスを受けることができます。
※アドバイスは後日になる場合があります。

市内の医療機関のほか、升谷医院・小木クリニック（能登町）でも受診できます。
珠洲市総合病院での受診は、 健診室 ☎０７６８（８２）１１８１ へ予約してください。

●対象者
　後期高齢者医療被保険者または 40 ～ 74 歳の珠洲市国民健康保険加入者で珠洲市から県内市町に避難し、避
難先で特定健診を受けたい方
●受診方法
①珠洲市市民課医療保険・年金係（0768-82-7741）に避難先で特定健診を受診したいことを伝える
②避難先市町の健診日一覧が届くので確認のうえ、受診希望市町に予約をする
③健診日に受診券とマイナ保険証（資格確認書でも可）を持って受診する
※受診券、マイナ保険証等（資格確認書でも可）がない場合は受診できません。

■避難先での特定健診（集団健診）受診

特定健診の受診券発行や市外での受診　■市民課医療保険・年金係　☎０７６８（８２）７７４１
健診の日程や内容　　　　　　　　　　■健康増進センター　　　  ☎０７６８（８２）７７４２問い合わせ

11月 10日～ 11月 16日は
アルコール関連問題啓発週間です

　アルコール健康障害対策基本法に基づき、アルコールに関す
るさまざまな問題について、広く関心を持ってもらうために「ア
ルコール関連問題啓発週間」が定められました。
　多量飲酒などの「不適切な飲酒」で起こるのは、急性アルコー
ル中毒やアルコール依存症だけではありません。生活習慣病や
肝障害、食道がん等の体の問題、睡眠障害やうつ病等のこころ
の問題につながります。
　未成年の飲酒は心や体に害を与え、妊婦の飲酒は胎児に悪影
響を及ぼします。

■健康増進センター　☎０７６８（８２）７７４２

 相談機関
 健康増進センター  ☎０７６８（８２）７７４２
 能登北部保健福祉センター  ☎０７６８（２２）２０１２
 石川県こころの健康センター  ☎０７６（２３８）５７５０

 石川県こころのケアセンター  ☎０１２０（３３３）２４７

 石川県こころの相談ダイヤル
 ☎０７６（２３７）２７００
 平日９時～ 17 時
☎０５７０（７８３）７８０
平日夜間・休日

　

　飲酒による影響は、健康だけではなく、家庭や職場、人との関係にも及びます。家庭内暴力や DV、飲酒運転による事故など、
家族への深刻な影響や重大な社会問題を生じさせるおそれがあります。
　特に子どもは、大人の飲酒によるけんかや心配事を抱え込み、「家族を支えなければ」と頑張ってしまうことがあります。こ
の機会に、お酒との付き合い方を見直してみませんか。
　もし、自分や家族が「アルコール依存症かもしれない」と思ったら、一人で抱え込まず、まずはお近くの相談機関にご相談ください。

お酒の問題は本人だけの問題ではありません！

問い合わせ
■健康増進センター　☎ 0768(82)7742
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受けましたか？ 肝炎ウイルス検診
骨粗しょう症検診

　肝炎ウイルス検診・骨粗しょう症検診の実施期間が残りわずかとなりました。
対象の方には、5 月末に受診券を送付しています。市の助成が受けられるこの機会にぜひ受診しましょう。
※各検診を受診する際は、受診券を持参してください。

■対象者　　今年度に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳に達し、
　　　　　　過去に市の肝炎ウイルス検診を受けたことがない方
■費　用　　無料

【集団検診】
■実施日　　11 月 3 日（火）、11 月 13 日 ( 金 )、11 月 28 日（土）
■時　間　　9 時～ 10 時 30 分（受付）
■場　所　　健康増進センター
■申込方法　・「健診・がん検診のお知らせ」についている申込はがき
　　　　　　・健康増進センターに電話
　　　　　　・珠洲市電子申請システム

【個別検診】
■実施日　　11 月 30 日（月）までの外来診療日
■場　所　　市内医療機関、升谷医院・小木クリニック（能登町）
■申込方法　各医療機関に直接申し込んでください。

■対象者　　今年度に 40 歳・45 歳・50 歳・55 歳・60 歳・65 歳・70 歳に達する女性
■費　用　　集団 200 円　個別 300 円

【集団検診】
■実施日　　11 月 3 日（火）、11 月 28 日（土）
■時　間　　９時～ 10 時 30 分（受付）
■場　所　　健康増進センター
■申込方法　・「健診・がん検診のお知らせ」についている申込はがき
　　　　　　・健康増進センターに電話
　　　　　　・珠洲市電子申請システム

【個別検診】　※ 50 歳以上の方のみ
■実施日　　12 月 28 日（月）までの外来受診日
■場　所　　珠洲市総合病院
■申込方法　珠洲市総合病院に申し込んでください。

　■健康増進センター　　☎０７６８（８２）７７４２
　■総合病院　　　　　　☎０７６８（８２）１１８１問い合わせ

肝炎ウイルス検診

骨粗しょう症検診
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歩こう 測ろう 健康大会
　皆さん、ご自分の健康状態や栄養状態について、ど
れくらい興味がありますか？
　「歩こう測ろう健康大会」では、ウォーキング（室内）、
測定、専門職によるアドバイスなどを行います。運動
不足を自覚している方、日常的に運動している方、ご
自身の健康状態に興味がある方など、どなたでも参加
可能です。楽しく学び、一緒に体を動かして、健康寿
命を延ばすキッカケづくりを一緒にしましょう
　当日の詳細については、以下のとおりです。皆さま
のご参加をお待ちしています。

■健康増進センター　☎０７６８（８２）７７４２問い合わせ

日　時

内　容
場　所

持ち物

定　員
対　象

その他

11 月 14 日（土）９時～ 12 時
健民体育館
８時 45 分～　受付
９時 10 分～　ウォーキング（総合病院のリハビリテーション科職員が歩き方のアドバイスをします）

10 時～　各種コーナー　
　　　　　●測定（体組成計、血管年齢、野菜の摂取量、目の健康状態）
　　　　　●運動教室（総合病院　リハビリテーション科職員による指導）
　　　　　●体力測定（握力、上体起こし、長座体前屈、開眼片足立ち、10 ｍ障害物歩行）
　　　　　●健康相談（保健師による個別相談）
20 歳以上の市内在住者で、医師による運動制限を受けていない方
下記のみ定員があります。
▷運動教室　30 名程度
▷体力測定　20 名まで
11 月２日（月）から 11 月 10 日（火）までに、下記へ電話または
健康増進センター来所による申し込みが必要
飲み物、内履き、タオル、持っている方は活動量計
●動きやすい靴、服装で参加してください。
●活動量計をお持ちの方は、30 ポイント差し上げます（活動量計を持っていない方も参加可能）

～今日から始める！健康寿命を延ばす～今日から始める！健康寿命を延ばす
ポイントを学んで実践しよう～ポイントを学んで実践しよう～

申　込

11 月の男性向け企画　健康運動教室　
　下記のとおり健康運動教室を行います。対象者の年齢に変更がありますので、ご確認ください。
　たくさんのご参加をお待ちしています。
▷日時　11 月６日（金）18 時 30 分から 20 時まで
▷場所　健民体育館
▷内容　ボクササイズ　※音楽に合わせてステップを踏みキックやパンチの動きを取り入れた運動です。
▷対象　20 歳から 70 歳の男性のみ
　　　　※医師に運動を禁止されている方や、強い関節の痛みなどに不安がある方はお控えください。
▷持ち物　動きやすい服装、内履き、タオル、飲み物
▷申込　特に必要ありません。

■健康増進センター　
　☎０７６８（８２）７７４２問い合わせ
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11 月８日（日）～ 12 月５日（土）の 28 日間

秋冬の歩数イベント秋冬の歩数イベント
　　～毎日6，000歩、週３日以上を４週間！楽しくコツコツ歩いて健康づくり～～毎日6，000歩、週３日以上を４週間！楽しくコツコツ歩いて健康づくり～

　健やか事業では「秋冬の歩数イベント」を開催します。期間中「１日 6,000 歩を週３日以上、
毎週（４週）」歩いた方を歩数イベント達成者として、全員に元気ポイント 300 ポイントを付与
します。ぜひこの期間に、歩く習慣を身につけて健康な体づくりをしませんか？
　また、健やか事業参加者（活動量計をお持ちの方）は、健康増進センターへ申請を行うと、健
民体育館２階のウォーキングエリアを無料で利用できます。閉じこもりがちな冬を目前に、日々
コツコツ運動を楽しく継続しましょう。

１．歩数イベント達成者のうち、以下に該当する方
●ピッタリ賞（28 日間の合計歩数の順位）
　１位、10 位、20 位、30 位、40 位、50 位、60 位、70 位、80 位、90 位、100 位の方
　※対象者が複数名いる場合は抽選で各順位１名ずつ選出

●イベント日賞（10 名程度）
　〈七五三賞〉３位、５位、７位
　〈いい夫婦の日で賞〉22 位、122 位
　〈いい肉の日で賞〉29 位、129 位
　〈勤労感謝の日で賞〉23 位
　〈犬の日で賞〉11 位、111 位
　※対象者が複数名いる場合は抽選で各順位１名ずつ選出

●いぶし銀ウォーカー賞（５名）
　達成者のうち最も高齢の方から順に５名

２．歩数イベントを達成できなかった方で、以下に該当する方
●毎日コツコツ努力したで賞（10 名）
　毎日 3,000 歩、28 日間歩いた方
　※対象者が複数名いる場合は抽選で各順位１名ずつ選出

■健康増進センター　☎０７６８（８２）７７４２問い合わせ

期間中、市内の各施設に設置しているリーダーライターから、活動量計のデータを送信し
た人が対象になります。
※歩数イベント期間中は 11 月中に１回・12 月 12 日までに１回、必ず活動量計のデータ
送信を行いましょう。

～ 以下に該当された方を表彰します！ ～

対象期間
参加方法

健やか事業
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上下水道課
下水道復旧

伊藤さん［静岡市］

久保田さん［山梨県］
農林水産復旧推進室
治山、森林土木全般

藤原さん［京都府］
農林水産復旧推進室
林道復旧

寺岡さん［金沢市］
環境建設課
建築住宅 堂岸さん［金沢市］

環境建設課
建築住宅

環境建設課
建築住宅

平野さん［倉敷市］

環境建設課
都市整備

鈴木さん［浜松市］

加治さん［金沢市］
環境建設課
建築住宅

小川さん［長岡市］
上下水道課
上水道復旧

ALL FOR 

SUZU
みんなで珠洲市のために

全国からの応援職員 Vol.24

中長期で応援に来ている職員を
順次ご紹介します。

珠
洲
の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今年度も全国から仲間が
かけつけています。
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11月９日～15日

　11 月９日から 15 日までの間、全国一斉に秋の火災予防運動が行われます。今年の全国統一標語は「火の確
認 いい日を支える いい習慣」です。
　冬が近づくと家庭では、ストーブやこたつなどの暖房器具を使用する機会が増え、暖房器具が原因となる火
災が増加します。
　住宅火災から命を守る 10 のポイントを日ごろから心がけましょう。

火の確認　
　いい日を支える　
　　　　　いい習慣秋の全国火災予防運動

■珠洲消防署　☎０７６８（８２）０２４７
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「防火」に関する作品コンクール入賞作品

火
の
確
認

　
　
　
未
来
を
守
る
　

　
　
　
　
　
　
　
第
一
歩

                         
紺
谷 
洸
斗（
上
戸
小
６
年
）

標
語

最
優
秀
賞

優 
秀 
賞

濱野 夢萌子
（緑丘中１年）

宮田 泰成
（飯田小６年）

中
学
生
の
部

　秋の火災予防運動に合わせて、「防火」に関する標語および書道作品を募集しました。ここではその作品コンクー

ルの入賞作品を紹介します。
　入賞者の作品は 11 月５日（木）から 19日（木）までフレッシュフード＆リカー DAIMARU にて展示します。

（敬称略）

地原 凜
（宝立小中７年）

吹上 凜花
（緑丘中２年）

佳　　作 優 秀 賞 最優秀賞

宮田 芽衣香
（緑丘中３年）

守
ろ
う
よ

　
　
　
命
と
暮
ら
し
　

　
　
　
　
　
　
　
火
の
点
検

                         

中
口 

菜
月（
宝
立
小
中
７
年
）

佳
　
　
作

書
道

小
学
生
の
部

書
道

田端 真衣
（緑丘中３年）

佳作賞

火
の
確
認

　
　
　
続
け
る
習
慣

　
　
　
　
　
　
　
家
族
の
笑
顔

                         

谷
内
前 

咲
春（
正
院
小
６
年
）
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 　　　申し込み・問い合わせ　〒 927-1295　珠洲市上戸町北方１字６番地の２
　　　　　　　　　　　　　　　　珠洲市役所　総務課（人事給与係）　☎ 0768(82)7711

試験区分 採用予定人員 受験資格

行政事務Ａ ３名程度 平成８年４月２日以降に生まれた方で、大学卒の学歴を有する方または令和９年３月までに
卒業見込みの方

行政事務Ｂ ２名程度 平成 13 年４月２日以降に生まれた方で、高等学校または短期大学若しくは高等専門学校卒業
の学歴を有する方または令和９年３月までに卒業見込みの方 ( 行政Ａ該当者は除く )

行政事務 C
（社会人経験） ７名程度

昭和 41 年４月２日から平成 13 年４月１日までに生まれた方で、高等学校または短期大学若
しくは高等専門学校卒業の学歴を有する方
かつ、民間企業等での勤務期間（同一の事業所に週あたり 30 時間以上勤務）が３年以上ある
方（行政Ａ・Ｂ該当者は除く）

行政事務Ｓ 若 干 名 昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、現に手話通訳士（者）の資格を有する方または令和
９年３月までに資格取得見込みの方

保 健 師 １名程度 平成８年４月２日以降に生まれた方で、現に保健師の免許を有する方または令和９年３月ま
でに免許取得見込みの方

管理栄養士 １名程度 平成８年４月２日以降に生まれた方で、現に管理栄養士の免許を有する方または令和９年３
月までに免許取得見込みの方

土　　　木 ４名程度

① 昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、大学または高等専門学校において土木技術
　 の専門課程を卒業した方または令和９年３月までに卒業見込みの方
② 昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、民間企業等における土木関係の職務経験（設計等）
　 の期間が５年以上の方
③ 昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、現に土木施工管理技士（１級または２級）
　 の資格を有する方

建　　　築 ２名程度 昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、現に一級若しくは二級建築士の資格を有する方また
は令和９年３月までに資格取得見込みの方

令和８年度珠洲市職員採用候補者試験令和８年度珠洲市職員採用候補者試験

行政職　行政職　［［受 付 期 間受 付 期 間］］1111 月月 2020 日（金）まで　※土日、祝日は受付していません日（金）まで　※土日、祝日は受付していません

　　　　　  ［　　　　　  ［試 験 日試 験 日］ ］  第 第２２回試験　回試験　1212 月下旬（予定）　月下旬（予定）　

　　　　　　　　　　  ［  ［場 　 　 所場 　 　 所］］珠洲市役所珠洲市役所（珠洲市上戸町）（珠洲市上戸町）

受験申込書は、市役所総務課で交付するほか、郵便請求やホームページからダウンロードできます。
ホームページからダウンロードして印刷する際は、必ず A4 サイズ縦の厚紙で両面印刷してください。
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試験区分 採用予定人員 受験資格

看護師 ５名程度 昭和 46 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和９年３月までに免許
取得見込の方

看護補助者 １名程度 昭和 46 年４月２日以降に生まれた方で、現に介護福祉士の資格を有する方または令和９年３
月までに資格取得見込の方

臨床工学技士 １名程度 昭和 51 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有し、臨床工学技士の経験を有する方

臨床検査技師 １名程度 昭和 51 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和９年３月までに免許
取得見込の方

理学療法士 ２名程度 平成３年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和９年３月までに免許取
得見込みの方

言語聴覚士 １名程度 昭和 56 年４月２日以降に生まれた方で、現に免許を有する方または令和９年３月までに免許
取得見込みの方

社会福祉士 １名程度 昭和 56 年４月２日以降に生まれた方で、現に資格を有する方または令和９年３月までに資格
取得見込みの方

カムバック採用・公務員経験者採用カムバック採用・公務員経験者採用
　　　　　　［　　　　　　［受 付 期 間受 付 期 間］］1111 月月 2020 日（金）まで　※土日、祝日は受付していません日（金）まで　※土日、祝日は受付していません

　　　　　　［　　　　　　［試 験 日試 験 日］］第２回試験　第２回試験　1212 月下旬（予定）月下旬（予定）

　　　　　　　　　　　　［［場 　 　 所場 　 　 所］  ］  珠洲市役所珠洲市役所（珠洲市上戸町）　　　（珠洲市上戸町）　　　　　　　

試験区分 採用予定人員 受験資格

行政事務
土 木
保 育 士

各 職 種
若 干 名

昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、①～③を全て満たす方
① 結婚、出産、育児、介護や災害による生活環境の変化などにより珠洲市職員を退職した方
② 珠洲市職員（正規職員）としての勤務経験年数が５年以上ある方
③ 平成 23 年度以降に珠洲市職員を退職した方

試験区分 採用予定人員 受験資格
行政事務
土 木
建 築
電 気

各 職 種
若 干 名

昭和 41 年４月２日以降に生まれた方で、正規職員の公務員で一般行政事務（技術職は土木、
建築または電気関係）の実務経験が５年以上ある方

医療職医療職　　［［受 付 期 間受 付 期 間］］1111 月月 3030 日（月）まで　※土日、祝日は受付していません日（月）まで　※土日、祝日は受付していません

　　　　　  ［　　　　　  ［試 験 日試 験 日］］1212 月下旬（予定）月下旬（予定）

　　　　　  ［　　　　　  ［場 　 　 所場 　 　 所］  ］  珠洲市総合病院珠洲市総合病院（珠洲市野々江町）　　　  （珠洲市野々江町）　　　  

カムバック採用

公務員経験者採用

試験区分 採用予定人員 受験資格

看護師 若 干 名

昭和 46 年４月２日以降に生まれた方で、①～③を全て満たす方
① 結婚、出産、育児、介護や災害による生活環境の変化などにより珠洲市職員を退職した方
② 珠洲市職員（正規職員）としての勤務経験年数が５年以上ある方
③ 平成 23 年度以降に珠洲市職員を退職した方

臨床検査技師 若 干 名

理学療法士 若 干 名

言語聴覚士 若 干 名

社会福祉士 若 干 名

カムバック採用（医療職）カムバック採用（医療職）
　　　　　　　　［［受 付 期 間受 付 期 間］］1111 月月 3030 日（月）まで　※土日、祝日は受付していません日（月）まで　※土日、祝日は受付していません

　　　　　  ［　　　　　  ［試 験 日試 験 日］］1212 月下旬（予定）月下旬（予定）

　　　　　  ［　　　　　  ［場 　 　 所場 　 　 所］  ］  珠洲市総合病院珠洲市総合病院（珠洲市野々江町）　　　  （珠洲市野々江町）　　　  
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珠
洲
市
文
化
祭

芸術展
11月２日（月）・３日（火・祝）

 ９時～16時

【ラポルトすず】

●珠洲焼展　珠洲焼創炎会
●生花展　華道家元池坊珠洲支部、
　　　　 草月流石川県支部八部会珠洲
●能面展　能登面匠会
●お茶席　２日 茶道石州流　石川県支部
  　　　　 ３日 茶道裏千家　宗和会
●水石展　珠洲愛石会
●絵画展　新潮会
●文芸展　すず川柳会
●創作芸術展　仮（ ）- かりかっこ -

第
54
回

芸能まつり
11月３日（火・祝） 13時30分～

ラポルトすず 大ホール
　        開会あいさつ・祝辞

表彰式
11月２日（月） 15時～

ラポルトすず 大ホール

●文化協会功労者表彰（順不同・敬称略）
　〈芸能部門〉
　　道下睦子（正院町）
　　瀬戸靖子（上戸町）
　〈芸術部門〉
　　高橋昭市（宝立町）
　　（故）塚本毅一（正院町）

問い合わせ　
■珠洲市文化協会事務局

（教育委員会事務局生涯学習係）
　☎０７６８（８２）７８２６

1
2
3
4

5
6
7
8

９
10
11

珠洲民謡会 
民舞明千代会
歌謡舞踊りんりん会
江差追分会珠洲支部
～休憩～
珠洲民謡会
清和流剣と舞翔扇会
民舞明千代会
珠洲祥吟会
～休憩～
すずらん会
北陸紫虹会
珠洲ちょんがり研究会

STAND TOGETHER　in　珠洲　　
能登を応援するアーティストが集結！
1979 年「異邦人」でデビュー 久米小百合（元・久保田早紀）をはじめ、ジャ
ンルを超えて届ける、希望の歌！
子どもから大人まで、どなたでもお越しください。（入場無料・要申込）

11 月 23 日（月・祝）　開場 13 時　開演 14 時
ラポルトすず　 大ホール

詳しくはこちら▶
■問い合わせ　Pray for All Japan
　prayforalljapan@gmail.com
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　トキが自然の中で繁殖生育できる環境整備を進めるため、自然環境や生態系の豊かさに配慮した稲
作に取り組む生産者に対し、交付金を交付します。

　１　交付対象者

　次の要件をすべて満たす方

　①個人事業主にあっては珠洲市に住所を有すること。法人その他の団体にあっては本店または
　　主たる事務所を珠洲市に有すること
　②有機ＪＡＳ認証米または特別栽培米等を生産し、出荷または販売していること
　③市税等の滞納がないこと
　④反社会的勢力との関係がないこと

　▶「珠洲市トキにやさしい米づくり推進交付金交付申請書兼請求書」に必要事項を記入し､
　次の書類を添えて産業振興課へ提出してください。
　▶申請書に添付が必要な書類
　　①有機 JAS 認証米または特別栽培米等を生産し、出荷または販売したことが証明できる書類
　　　例）県特別栽培農産物認証申請書・認証通知書・実績報告書、栽培記録書、JA への出荷伝票など
　　②マイナンバーカードなどの本人確認書類の写し
　　③振込先が確認できる通帳の写し

有機 JAS 認証米　出荷または販売量 1 俵（60kg）当たり 14,000 円

特別栽培米等　出荷または販売量 1 俵（60kg）当たり 7,000 円

　事業実施期間：令和 5 年度から令和 9 年度まで

■問い合わせ・申請先　　産業振興課　農林水産振興係　☎０７６８（８２）７７６７■問い合わせ・申請先　　産業振興課　農林水産振興係　☎０７６８（８２）７７６７

トキが自然に暮らせるように、環境にやさしい稲作をする方に交付金を交付しますトキが自然に暮らせるように、環境にやさしい稲作をする方に交付金を交付します
- 珠洲市トキにやさしい米づくり推進交付金 -- 珠洲市トキにやさしい米づくり推進交付金 -

　２　交付金単価

　３　申請方法

12 月 28 日まで！農業機械再取得等支援事業12 月 28 日まで！農業機械再取得等支援事業

　令和 6 年度能登半島地震および令和 6 年度奥能登豪雨により被害を受けた、農業施設および農業機械の再建・
再取得・修繕の支援をしている農業機械再取得等支援事業の申請受付を締め切ります。
　期日を過ぎてからの申請はできませんので、未申請の方は下記相談窓口でお早めにご相談ください。
▷申請締切　12 月 28 日（月）
▷申請手続　現地相談窓口（要予約）や珠洲市産業振興課、農林総合事務所へご相談ください。
　　　　　   詳細は二次元コードでご確認ください。

■問い合わせ・申請先　　産業振興課　農林水産振興係　☎０７６８（８２）７７６７■問い合わせ・申請先　　産業振興課　農林水産振興係　☎０７６８（８２）７７６７
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可
決
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

［
予
算
］

■
一
般
会
計

　

39
億
７
、６
５
８
万
５
千
円
を
増
額
し

累
計
で
５
８
８
億
３
、２
０
７
万
１
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

［
主
な
内
容
は
左
記
の
と
お
り
］

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　

１
億
４
、０
６
５
万
３
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
32
億
３
、９
３
３
万
７
千
円
に
な

り
ま
し
た
。

■
賃
貸
住
宅
事
業
特
別
会
計

　
２
、０
２
０
万
円
を
増
額
し
、累
計
で
４
、

６
４
７
万
３
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
病
院
事
業
会
計

　
８
２
４
万
７
千
円
を
増
額
し
、
累
計
で

45
億
２
４
１
万
８
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

■
水
道
事
業
会
計

　
９
１
７
万
４
千
円
を
増
額
し
、
累
計
で

43
億
５
、４
５
２
万
９
千
円
に
な
り
ま
し

た
。

■
下
水
道
事
業
会
計

　
５
億
５
、９
３
７
万
７
千
円
を
増
額
し
、

累
計
で
61
億
１
、８
９
６
万
４
千
円
に
な
り

ま
し
た
。

［
条
例
］

■
珠
洲
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

出
入
国
管
理
お
よ
び
難
民
認
定
法
等

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
特
定
在
留
カ
ー 

ド
お
よ
び
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
を
利

用
し
た
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ 

交
付
を
行
う
た
め
、
所
要
と
な
る
規
定
を

改
正
し
ま
し
た
。

一般会計補正予算の主なもの（歳出・増額）

・減債基金積立金 16 億 3,666 万５千円

・農地・農業用施設に係る令和６年災害復旧事業費 12 億 9,000 万円

・公共土木施設に係る令和６年災害復旧事業費 ４億 5,000 万円

・個人設置型浄化槽復旧事業費 ２億 1,000 万円

・県営急傾斜地崩壊対策事業費負担金 3,181 万３千円

・予防接種事業費 1,639 万３千円

・物価高騰対応生活応援支援金給付事業費 1,500 万円

・自立分散型オフグリッドモデル集落支援事業費 800 万円

一
般
会
計
で
39
億
７
、６
５
８
万
５
千
円
を
増
額

市
長
提
出
議
案
14
件
を
可
決
、２
件
に
同
意
、決
算
２
件
を
認
定
、

議
会
議
案
１
件
を
可
決

■
珠
洲
市
認
可
地
縁
団
体
の
印
鑑
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
地
方
自
治
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
引
用
す
る
規
定
を
改
正
し
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
農
家
高
齢
者
創
作
活
動
施
設
設

置
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
よ
る
被
害

か
ら
の
復
旧
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

若
山
町
火
宮
地
内
の
同
施
設
を
廃
止
し
ま

し
た
。

■
珠
洲
家
畜
診
療
所
設
置
条
例
を
廃
止
す

る
条
例
に
つ
い
て

　
畜
産
事
業
者
の
減
少
に
伴
い
、
上
戸
町

北
方
地
内
の
同
施
設
を
廃
止
し
ま
し
た
。

［
そ
の
ほ
か
］

■
市
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

　
大
谷
町
地
内
の
市
道
２
７
６
号
線
に
つ

い
て
、
復
興
公
営
住
宅
の
敷
地
と
な
る
こ

と
か
ら
路
線
を
廃
止
ま
し
た
。

■
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

予
定
価
格
２
、０
０
０
万
円
以
上
の
財

産
の
取
得
（
復
興
公
営
住
宅
（（
仮
称
）

飯
田
町
団
地（
吾
妻
町
））・総
合
行
政
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
接
続
用
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
）
に

つ
い
て
、
議
決
を
得
ま
し
た
。

■
珠
洲
市
旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
解
体
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

予
定
価
格
１
億
５
、０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
議
決
を
得

ま
し
た
。同

意
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

■
珠
洲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
新
傳
博
文
委
員
が
令
和
８
年
９
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

■
珠
洲
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
濱
育
代
委
員
が
令
和
８
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

認
定
さ
れ
た
市
長
提
出
決
算

■
令
和
７
年
度
珠
洲
市
歳
入
歳
出
決
算

■
令
和
７
年
度
珠
洲
市
公
営
企
業
会
計
決
算

　
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
お
よ

び
地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
４
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。
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「
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
全
て
の
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を

完
了
さ
せ
た
い
」　
「
市
内
小
中
学
校
の
体
育
館
」に
つ
い
て
泉
谷
市
長
が
答
弁

９
月
15
日
に
行
わ
れ
た
一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。
主
な
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問
応
急
仮
設
住
宅

　

建
設
型
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、

豪
雨
災
害
を
含
め
て
１
、７
４
０
戸
を
整

備
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
、
プ
レ
ハ
ブ

タ
イ
プ
が
９
８
９
戸
、
木
造
タ
イ
プ
が

４
５
１
戸
、
移
設
可
能
な
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ

ウ
ス
タ
イ
プ
に
つ
い
て
は
、
３
０
０
戸
と

な
っ
て
い
る
。

　
建
設
型
応
急
仮
設
住
宅
の
事
業
主
体
は

石
川
県
で
あ
り
、原
則
、使
わ
れ
な
く
な
っ

た
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
、
撤
去
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
木
造
の
応
急
仮
設
住
宅

に
つ
い
て
は
、
石
川
県
と
住
宅
会
社
と
の

宅
の
よ
う
な
無
償
譲
渡
の
対
象
と
は
し
て

い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
石
川
県
が
住
宅
の
再
建
や
修
理
を
請

け
負
う
工
事
事
業
者
の
宿
泊
場
所
と
し
て

８
月
１
日
か
ら
正
院
町
第
１
団
地
の
10
戸
、

９
月
１
日
か
ら
蛸
島
町
第
６
団
地
の
10
戸
、

計
20
戸
を
活
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

災
害
検
証
結
果

　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
お
よ
び
令
和

６
年
奥
能
登
豪
雨
の
災
害
対
応
検
証
は
、

本
市
の
災
害
対
応
に
つ
い
て
、
教
訓
や
課

題
の
抽
出
お
よ
び
整
理
を
行
い
、
珠
洲
市

地
域
防
災
計
画
等
の
修
正
お
よ
び
防
災
体

制
の
改
善
や
防
災
・
減
災
対
策
の
効
果
的

な
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
に
計
５
回
の
災
害
対
応
検
証

委
員
会
を
開
催
し
、
本
市
の
災
害
対
応
を

検
証
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
本
年
４
月
27
日
に
、
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
お
よ
び
令
和
６
年
奥
能
登
豪
雨
災

害
対
応
検
証
委
員
会
よ
り
、
本
市
に
検
証

報
告
書
が
提
出
さ
れ
、
災
害
対
策
本
部
の

設
置
・
運
営
や
被
災
者
支
援
な
ど
13
の

大
項
目
お
よ
び
36
の
小
項
目
に
つ
い
て
、

１
０
４
の
改
善
目
標
を
ご
提
示
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
本
市
と
し
て
は
、
ご
提
示
い
た
だ
い
た

改
善
目
標
に
つ
い
て
、
一
つ
ひ
と
つ
、
で

き
る
限
り
速
や
か
に
改
善
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、

ま
ず
は
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
、
珠
洲
市

地
域
防
災
計
画
お
よ
び
業
務
継
続
計
画
、

初
動
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見
直
し
に
加
え
、

災
害
時
に
他
の
自
治
体
な
ど
か
ら
円
滑
に

支
援
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
手
順
な
ど
を

ま
と
め
た
災
害
時
受
援
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
備
蓄
体
制
の
強
化
と
し
て
、
震
災
前
は

１
千
人
の
３
食
・
３
日
分
の
計
９
千
食
を

備
蓄
し
て
い
た
が
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
の
避
難
者
数
や
石
川
県
の
地
震
被
害

想
定
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
避
難
者
の
想

定
を
７
千
人
と
し
、
備
蓄
物
資
の
購
入
や

各
指
定
避
難
所
の
備
蓄
倉
庫
の
設
置
を
進

め
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
災
害
時
に
衛
生
的
で
安
全
な

ト
イ
レ
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、
ト
イ
レ

カ
ー
３
台
の
導
入
を
進
め
て
い
る
ほ
か
、

凝
固
剤
を
使
用
し
た
簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄

を
進
め
て
い
る
。

　
指
定
避
難
所
の
強
化
と
し
て
は
、
災
害

発
生
時
に
速
や
か
に
避
難
所
を
開
設
す
る

た
め
、
昨
年
度
、
市
内
指
定
避
難
所
26
か

所
に
地
震
解
錠
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
た
ほ

か
、
停
電
対
策
と
し
て
ポ
ー
タ
ブ
ル
電
源

や
発
電
機
の
配
備
も
進
め
て
い
る
。

　
加
え
て
、
昨
年
度
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
地

域
拠
点
整
備
事
業
を
活
用
し
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
な
ど
で
避
難

者
の
受
付
が
可
能
な
避
難
所
管
理
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
た
ほ
か
、
孤
立
の
可
能
性
が

■
珠
洲
市
旧
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
解
体
工

事
の
請
負
契
約
に
つ
い
て

　

予
定
価
格
１
億
５
、０
０
０
万
円
以
上

の
工
事
請
負
契
約
に
つ
い
て
、
議
決
を
得

ま
し
た
。同

意
さ
れ
た
市
長
提
出
議
案

■
珠
洲
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

　
新
傳
博
文
委
員
が
令
和
８
年
９
月
30
日

を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
同
氏
を
選
任
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

■
珠
洲
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
濱
育
代
委
員
が
令
和
８
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
同
氏
を
任
命
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。

認
定
さ
れ
た
市
長
提
出
決
算

■
令
和
７
年
度
珠
洲
市
歳
入
歳
出
決
算

■
令
和
７
年
度
珠
洲
市
公
営
企
業
会
計
決
算

　
地
方
自
治
法
第
２
３
３
条
第
３
項
お
よ

び
地
方
公
営
企
業
法
第
30
条
第
４
項
の
規

定
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
の
決
算
が
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

■
社
会
全
体
で
全
て
の
ケ
ア
ラ
ー
を
支
援

す
る
仕
組
み
の
構
築
を
求
め
る
意
見
書
に

つ
い
て

　
ケ
ア
ラ
ー
の
社
会
的
認
知
度
を
高
め
る

と
と
も
に
、
ケ
ア
ラ
ー
自
身
が
相
談
し 

や
す
い
環
境
を
整
え
る
た
め
、
法
整
備
も

含
め
社
会
全
体
で
支
援
す
る
仕
組
み
を 

構
築
す
る
こ
と
を
求
め
る
た
め
、
国
に
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

間
で
締
結
し
た
賃
貸
借
契
約
書
に
基
づ
き
、

石
川
県
と
市
町
が
協
議
し
、
市
町
が
譲
り

受
け
た
い
場
合
は
、
住
宅
会
社
は
市
町
に

対
し
て
当
該
物
件
を
無
償
で
譲
渡
す
る
こ

と
と
し
た
覚
書
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
、
本
市
が
譲
り
受
け
、
珠
洲

市
賃
貸
住
宅
と
し
て
転
用
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
一
方
、
ム
ー
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
に
つ
い
て

は
、
石
川
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
大
規

模
な
災
害
が
生
じ
た
際
に
、
被
災
地
に
お

い
て
再
度
活
用
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
の

理
由
で
、
住
宅
会
社
か
ら
無
償
譲
渡
に
つ

い
て
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
木
造
の
仮
設
住
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高
い
地
区
の
指
定
避
難
所
３
か
所
に
、
通

信
手
段
を
確
保
す
る
た
め
、
ス
タ
ー
リ
ン

ク
を
設
置
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
「
珠
洲
市

地
域
防
災
強
化
支
援
補
助
金
」
を
創
設

し
、
自
主
防
災
組
織
が
行
う
資
機
材
の
整

備
や
訓
練
等
に
係
る
経
費
に
対
し
て
１
地

区
40
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
し
た
ほ
か
、

地
区
防
災
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
た
自
主

避
難
所
の
備
蓄
倉
庫
設
置
費
用
に
対
し
て

１
か
所
50
万
円
を
補
助
す
る
こ
と
と
い
た

し
て
い
る
。
ま
た
、
市
内
10
地
区
で
の
地

区
防
災
計
画
の
見
直
し
や
策
定
に
つ
い
て

支
援
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
高
齢
者
や
障

害
の
あ
る
方
な
ど
災
害
時
に
自
力
で
避
難

す
る
こ
と
が
難
し
い
方
の
避
難
支
援
等
を

行
う
個
別
避
難
計
画
の
作
成
も
進
め
て
お

り
、
市
内
各
地
区
の
防
災
力
の
強
化
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
も
、
本
検
証
報
告
書
で
ご
提
示
い

た
だ
い
た
改
善
目
標
を
踏
ま
え
、
本
市
の

防
災
体
制
の
改
善
や
防
災
・
減
災
対
策
の

効
果
的
な
推
進
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

半
壊
未
満
の
空
き
家

　

罹り
さ
い災
調
査
お
よ
び
被
災
調
査
に
よ
り
、

被
害
程
度
が
半
壊
以
上
で
あ
っ
た
建
物

の
う
ち
、
証
明
書
を
発
行
し
た
建
物
は

１
万
７
９
４
棟
、
証
明
書
を
発
行
し
て
い

な
い
建
物
が
９
５
５
棟
あ
る
。

　
一
方
、
公
費
解
体
の
申
請
を
受
け
付
け

た
建
物
は
、
８
、４
５
７
棟
あ
る
。
ま
た
、

罹
災
調
査
お
よ
び
被
災
調
査
数
に
対
す
る

公
費
解
体
の
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
棟
数

は
３
、２
９
２
棟
と
な
る
。

　
次
に
、
公
費
解
体
の
受
付
に
あ
た
っ
て

は
、
広
報
す
ず
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
の
ほ
か
、
市
内
各
地
区
や
金
沢
市
で
説

明
会
を
開
催
し
、
さ
ら
に
、
半
壊
以
上
の

罹
災
判
定
を
受
け
未
申
請
の
方
へ
、
郵
送

に
よ
る
申
請
の
呼
び
か
け
も
行
っ
て
き
た
。

　
加
え
て
、
主
要
道
路
沿
い
に
お
い
て
目

視
に
よ
る
調
査
を
行
い
、
損
傷
の
著
し
い

家
屋
に
つ
い
て
、
追
加
で
個
別
に
申
請
を

促
し
て
き
た
。

　
解
体
の
意
思
の
あ
る
方
々
に
は
、
必
要

に
応
じ
申
請
の
た
め
の
ご
協
力
を
し
て
き

た
が
、
申
請
の
意
思
の
な
い
方
々
の
建
物

の
所
有
者
や
相
続
人
の
調
査
は
し
て
い
な

い
の
で
、
そ
の
戸
数
は
不
明
で
あ
る
。

　
現
存
す
る
建
物
が
周
辺
に
危
険
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
生
じ
た
場
合
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
、
所
有
者
や
管
理
者
に
改
善
を
求
め
る

こ
と
と
な
り
、
所
有
者
等
が
い
な
い
場
合

に
お
い
て
は
、
所
有
者
不
明
建
物
管
理
制

度
な
ど
の
活
用
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
る
。

　
一
方
、
公
費
解
体
の
対
象
外
と
な
る
判

定
が
「
半
壊
未
満
」
の
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
す

る
た
め
、
昨
年
度
よ
り
、
区
長
へ
の
聞
き

取
り
お
よ
び
現
地
調
査
な
ど
に
よ
る
実
態

把
握
に
努
め
て
き
た
。

　
昨
年
度
は
、
飯
田
地
区
お
よ
び
上
戸
地

区
に
お
い
て
実
施
し
た
が
、
空
き
家
の
所

有
者
の
連
絡
先
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き

た
物
件
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　
今
後
も
、
空
き
家
の
所
有
者
の
連
絡
先

の
把
握
に
努
め
る
な
ど
、
継
続
的
に
取
り

組
み
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
バ
ン

ク
の
登
録
促
進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
お
よ
び
今
年
度
の
広
報

す
ず
４
月
号
に
お
い
て
は
、
判
定
が
「
準

半
壊
以
下
」
の
空
き
家
を
中
心
に
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
す
記
事
を
掲
載

し
て
き
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
今
年
度
新
た
に
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
物
件
の
数
は
、
９

月
10
日
現
在
で
16
件
と
な
っ
て
お
り
、
前

年
度
同
期
と
比
較
し
４
倍
に
増
加
し
て
お

り
、
継
続
的
な
広
報
が
登
録
件
数
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、
来
る
９
月
17
日
の
午
後
に
は
、

珠
洲
商
工
会
議
所
を
会
場
に
、
公
益
社
団

法
人
石
川
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
に
よ

る
「
空
き
地
・
空
き
家
無
料
相
談
会
」
が

開
催
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
で
も
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
今
後
も
、
空
き
家
所
有
者
へ
の
働
き
か

け
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
に
よ
り
、
空
き

家
バ
ン
ク
へ
の
登
録
を
促
進
し
、
半
壊
未

満
の
空
き
家
の
活
用
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

ク
リ
ニ
ッ
ク
支
援

　
市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
と
し
て
の
民
間
医
療
機
関
は
、

本
市
の
地
域
医
療
を
支
え
る
重
要
な
存
在

で
あ
り
、
そ
の
存
続
は
市
民
の
安
全
、
安

心
に
直
結
す
る
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
こ
の
度
の
石
川
県
に
よ
る
「
診
療
所
等

賃
上
げ
支
援
事
業
」
に
つ
い
て
は
、「
診

療
所
等
物
価
支
援
事
業
」
と
合
わ
せ
て
実

施
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
機
関

等
が
賃
金
・
物
価
上
昇
の
影
響
を
受
け
て

い
る
状
況
を
踏
ま
え
、
確
実
な
賃
上
げ
や

経
営
の
改
善
に
つ
な
げ
、
地
域
医
療
提
供

体
制
の
確
保
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

お
り
、
病
床
の
な
い
診
療
所
で
は
一
施
設

あ
た
り
合
わ
せ
て
32
万
円
の
補
助
金
と
な

る
。

　
ま
た
、
現
時
点
に
お
い
て
本
市
独
自
の

直
接
的
な
運
営
費
支
援
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
珠
洲
市
総
合
病
院
と
市
内
の
民
間
医

療
機
関
は
密
接
に
連
携
し
、
日
常
の
健
康

管
理
や
慢
性
期
疾
患
の
診
療
を
民
間
医
療

機
関
が
担
い
、
急
性
期
や
救
急
医
療
を
珠

洲
市
総
合
病
院
が
担
う
こ
と
で
、
双
方
の

機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

し
、
地
域
の
医
療
体
制
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
、
安
心
な

暮
ら
し
を
支
え
る
基
盤
を
築
い
て
い
る
。

　
ま
た
、
市
内
の
歯
科
診
療
所
に
お
い
て

は
、
震
災
後
、
休
業
や
閉
院
が
相
次
い
だ
。

こ
れ
を
受
け
、
令
和
７
年
５
月
に
珠
洲
市



21　広報すず  2026.11

総
合
病
院
に
歯
科
口こ
う
く
う腔
外
科
を
開
設
し
、

閉
院
し
た
市
内
の
歯
科
医
師
に
よ
る
診
察

日
を
設
け
る
こ
と
で
、
か
か
り
つ
け
と
し

て
い
た
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
受
診
で
き
る

環
境
を
整
備
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
加
え
て
、
珠
洲
市
総
合
病
院
で
は
、
Ｃ

Ｔ
装
置
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
等
の
検
査
機
器
を

民
間
医
療
機
関
に
も
自
院
の
検
査
室
の
よ

う
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
「
設
備
共
同
利

用
型
検
査
」
を
実
施
し
て
い
る
。

　
珠
洲
市
総
合
病
院
で
検
査
の
み
を
受
け

て
い
た
だ
き
、
後
日
か
か
り
つ
け
医
で
あ

る
民
間
医
療
機
関
に
お
い
て
結
果
説
明
を

受
け
て
い
た
だ
く
仕
組
み
で
あ
り
、
高
額

な
検
査
機
器
を
各
医
療
機
関
で
そ
ろ
え
る

負
担
を
軽
減
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
地
域
の
民
間
医
療
機
関
と

連
携
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
、
安
心

な
暮
ら
し
を
支
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

市
内
小
中
学
校
の
体
育
館

　
市
内
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
の
体
育

館
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
学
び
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時
に
は
多

く
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
身
を
寄
せ
る
指
定

避
難
所
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

お
り
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

近
年
の
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
や
、
命
に

関
わ
る
猛
暑
へ
の
対
策
と
し
て
、
そ
の
緊

急
性
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
鑑
み
、
国
は
本
年
８

月
27
日
の
熊
本
地
震
に
お
け
る
非
常
災
害

対
策
本
部
会
議
に
お
い
て
、
体
育
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
設
置
率
１
０
０
％
を
目
指
す
目

標
期
限
を
、
従
来
の
令
和
17
年
度
か
ら
令

和
13
年
度
へ
と
大
幅
に
前
倒
し
す
る
方
針

を
示
し
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
本
市
と
し
て
は
、
今
年
度

中
に
、
市
内
全
て
の
小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
を
対
象
と
し
た
実
施
設
計
業
務
を
行

い
、
設
置
工
事
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の

空
調
設
備
整
備
臨
時
特
例
交
付
金
を
活
用

し
、
令
和
10
年
度
末
ま
で
に
全
て
の
学
校

体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
を
完
了
さ
せ

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
も
、
教
育
環
境
の
充
実
と
併
せ
、

災
害
時
の
安
全
な
避
難
環
境
の
確
保
に
向

け
て
、
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
ま
た
、
学
校
再
編
に
よ
る
空
き
校
舎
の

活
用
に
つ
い
て
は
、各
地
区
に
お
け
る「
新

た
な
ま
ち
の
か
た
ち
」
の
議
論
を
通
し
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
復
興
公
営
住
宅

　
こ
の
度
の
日
置
地
区
に
お
け
る
「
新
た

な
ま
ち
の
か
た
ち
」
に
関
す
る
意
見
交
換

会
の
中
で
ご
要
望
い
た
だ
い
た
、
木
造
仮

設
住
宅
を
移
築
し
珠
洲
市
賃
貸
住
宅
と
し

て
転
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
は
、

解
体
や
移
築
が
容
易
に
で
き
る
の
か
や
、

移
築
に
係
る
費
用
な
ど
、
専
門
的
な
ご
意

見
も
お
伺
い
し
、
実
現
可
能
か
ど
う
か
に

つ
い
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　
次
に
、
復
興
公
営
住
宅
と
木
造
仮
設
住

宅
を
転
用
す
る
賃
貸
住
宅
の
入
居
申
し
込

み
を
い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
、
８
月
19
日

か
ら
、
順
次
、
入
居
資
格
の
有
無
を
通
知

し
て
お
り
、
今
後
、
聞
き
取
り
や
抽
選
な

ど
の
方
法
に
よ
り
入
居
団
地
を
決
定
し
、

年
内
に
は
全
て
の
入
居
予
定
者
に
団
地
決

定
の
ご
案
内
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
全
て
の
入
居
予
定
者
の
入
居
が

完
了
し
た
後
、
募
集
戸
数
に
満
た
な
か
っ

た
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
住
戸
の
空
き
状

況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
入
居
資
格
が
な
い

と
判
断
さ
れ
た
方
や
、
被
災
者
以
外
の
所

得
の
少
な
い
世
帯
、
移
住
者
な
ど
を
対
象

と
し
た
通
常
の
公
営
住
宅
と
し
て
の
入
居

を
受
け
付
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

奥
能
登
国
際
芸
術
祭

　
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
に
つ
い
て
は
、

２
０
１
７
年
よ
り
３
回
に
わ
た
り
開
催
し

て
き
た
が
、
作
品
鑑
賞
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

サ
ポ
ー
タ
ー
を
き
っ
か
け
と
し
た
移
住
・

定
住
を
は
じ
め
、
ツ
ア
ー
な
ど
会
期
以
外

に
お
い
て
も
継
続
的
に
来
訪
い
た
だ
く
な

ど
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、発
災
直
後
か
ら
、参
加
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
を
は
じ
め
サ
ポ
ー
タ
ー
、
フ
ァ
ン
の

皆
さ
ま
な
ど
多
く
の
方
々
に
よ
り
、「
奥

能
登
珠
洲
ヤ
ッ
サ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と

し
て
、
行
政
や
地
域
の
皆
さ
ま
と
協
働
し

な
が
ら
、
文
化
交
流
や
記
録
活
動
な
ど
を

軸
に
復
興
を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
加
え
て
、
芸
術
祭
を
き
っ
か
け
と
し
た

ご
縁
に
よ
り
、
国
内
外
か
ら
多
額
の
ご
寄

付
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
な
ど
、
改
め
て
、

「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
に
心
か
ら
感
謝

し
て
い
る
。

　
な
お
、
震
災
後
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

飯
田
町
に
お
い
て
、
昨
年
５
月
に
「
ス
ズ

レ
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、

本
年
４
月
に
は
「
み
ん
な
の
家
」、
７
月

に
は
ア
ー
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
し

て
の
「
の
と
す
ず
ハ
ウ
ス
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、

飯
田
町
の
「
新
た
な
ま
ち
の
か
た
ち
」
の

拠
点
と
な
り
、
ひ
い
て
は
本
市
の
復
興
に

向
け
た
拠
点
と
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、「
ス
ズ
レ
コ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
」

や「
の
と
す
ず
ハ
ウ
ス
」に
つ
い
て
は
、「
奥

能
登
珠
洲
ヤ
ッ
サ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
る
取
り
組
み
で
あ
り
、「
み
ん
な
の
家
」

に
つ
い
て
は
、
本
市
に
移
り
住
ん
で
来
ら

れ
た
若
い
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

に
端
を
発
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り
、
見

附
島
周
辺
の
応
急
仮
設
住
宅
や
、
大
谷
町

で
こ
れ
か
ら
整
備
が
進
ん
で
い
く
復
興
公

営
住
宅
に
つ
い
て
も
、　
「
奥
能
登
国
際
芸

術
祭
」
で
ご
縁
を
い
た
だ
い
た
、
坂
茂
氏

に
よ
る
設
計
と
な
っ
て
い
る
。



2026.11  広報すず　22

議会報告 令和８年第８回珠洲市議会９月定例会

　
ま
た
、
見
附
島
周
辺
で
考
え
て
い
る
鎮

魂
と
復
興
へ
の
誓
い
を
込
め
た
ア
ー
ト
に

つ
い
て
も
、「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
で

築
い
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
地
域

の
皆
さ
ま
の
想
い
と
す
り
合
わ
せ
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

な
お
、「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」
に
つ

い
て
は
、
幹
線
道
路
で
あ
る
「
の
と
里
山

海
道
」
や
国
道
２
４
９
号
、
県
道
大
谷
・

狼
煙
・
飯
田
線
な
ど
の
復
旧
が
２
０
２
９

年
の
春
を
目
標
に
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
第
４
回
目
と
な
る
「
奥
能
登
国
際

芸
術
祭
」
を
２
０
２
９
年
に
開
催
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
そ
れ
に
向
け
て
本
市
の
社

会
資
本
の
復
旧
を
加
速
す
る
と
と
も
に
宿

泊
業
の
再
生
を
図
る
こ
と
で
、「
奥
能
登

国
際
芸
術
祭
」
を
よ
り
一
層
復
興
へ
の
力

  

11 月 25 日から 12 月１日は
「犯罪被害を考える週間」です。

犯罪被害者等支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

犯罪行為による直接的被害だけではなく、その後も心身や生活に
影響を生じる二次的被害に長く苦しめられることがあります。

犯罪被害にあうと

直接的被害

二次的被害

心身への影響

生活への影響

加害者から心身を傷付けられたりする
ことをいいます。

加害者ではない周囲の人たちの言動に
傷付けられることなどをいいます。

けがやショック、配慮のない言動などに
より心身に不調が生じる場合があります。

住居、家事、育児、仕事、お金、手続きなど
さまざまな困難が生じる場合があります。

総合的対応窓口
　石川県生活環境部生活安全課　

☎ 076(225)1387
（月～金：8時30分～17時45分）

最寄りの警察署、石川県警察本部県民支援相談課被害者支援室［☎ 076(225)0110（代）］、
（公社）石川被害者サポートセンター［☎ 076(226)7830］でもご相談いただけます。

支援を希望される方は
「総合的対応窓口」へご
相談ください

犯罪被害にあわれた方、ご家族、ご遺族の支援窓口のご案内

   （９月16日～ 10 月15日受付分・敬称略）

の動き
 （９月 30 日現在）

世帯数
人口
男性
女性

5,003世帯
9,865人　
4,689人　
5,176人　

（住民基本台帳人口）

前月比
（－     12）
（－     37）
（－     15）
（－     22）

岩坂　泰征（正院町）
キタハラ アダチ・
ブルナ ユリ

（金沢市）

と
す
る
こ
と
が
で
き
、
開
催
の
意
義
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
現
在
、
石
川
県
に
お
い
て
、

２
０
２
９
年
の
「
奥
能
登
国
際
芸
術
祭
」

の
広
域
開
催
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
石
川
県
お
よ
び
関
係

市
町
と
の
連
携
も
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
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294

江差 珠洲市と友好都市提携を結んでいる
北海道江差町の話題を紹介します。

～江差のうまい秋の味覚が集結～
　　第 45回江差町産業まつりを開催

　９月 27 日、晴天の秋空の下、江差町役場駐車場周辺へ会
場を変更し、第 45 回江差町産業まつりが開催されました。
　町内外から 20 団体が出店し、新鮮な農水産品などが販売
されたほか、ゲームコーナーやステージイベント、スタンプ
ラリーに当たりくじ付き紅白餅まきと、子どもから大人まで
楽しむことができるイベントが盛りだくさんでした。
　目玉商品は、江差町産新米。破格の安値で用意された新米
を求め、販売開始前から長蛇の列ができていました。
　イベントに華を添えたのは、会場内の特設ステージで行わ
れたステージイベント。保護者や多くの町民が見守る中、町 小学生以下限定のお菓子まきを行っている様子

　■日時　11 月 20 日（金）
　　　　　9時30分～11時45分
　　　　   13時～15時
　■場所　市役所１階市民ホール
　

　■地域包括ケア推進室
　　☎０７６８（８２）７７４6

献血にご協力を
お願いします！

※献血 Web サービス「ラブラッド」で予
約できます。

　９月の認知症月間にあわせ、認知症に関す
る標語を募集したところ、35 個の応募があ
りました。応募していただいた方、どうもあ
りがとうございました。今後、来年の３月広
報まで順次応募作品の一部をご紹介させてい
ただきます。

ペンネーム：ウーンサン
標語

ここはどこ　あなたによりそう　珠洲ですよ

【作品に込められた思い】
地震から思う最近の近況です。

■地域包括ケア推進室
　　☎０７６８（８２）７７４6

　配偶者や交際相手からの暴力（DV ＝ドメスティック・バイオレンスの略）は、犯罪となる行為をも含
む重大な人権侵害で、男女共同参画社会を形成していく上で克服すべき重要な課題です。
　県や市では、11 月を「いしかわパープルリボンキャンペーン」の期間とし、DV のない社会の実現を
目指し啓発活動を行います。
　期間中はラポルトすず内にパープルリボンツリーを設置しますので、DV のない社会に向けてメッセー
ジを書いてみませんか？
パープルライトアップ　11 月 12 日～ 25 日の 14 日間

■市民相談室　☎ 0768(82)7732

配偶者などからの暴力のない社会をめざして

立保育園・江差幼稚園の園児による歌や踊り、江差中学校・江差北中学校・江差高等学校の生徒による
吹奏楽演奏などが披露され、元気一杯でパワフルな踊りやきれいな音色に、会場全体が温かい雰囲気に
包まれました。
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CAMERA NEWSカメラニュース

小学生が早稲田大学の学生と
未来の珠洲を考える

　珠洲市子ども未来創造会議～早稲田大
学の学生と珠洲の未来を考えるワーク
ショップが珠洲市民図書館で開催されま
した。
　「どんな学校だったらワクワクするか」
をテーマにグループごとで話し合い、そ
の後、皆の前で発表しました。
　児童からは「学校にグラウンドがない
ので、芝生のグラウンドがほしい」「休み
時間にドローンの操縦がしたい」「季節ご
とに帰る時間を変える」などの意見が出
ました。
　最後には、児童が出した意見を手紙と
して手渡しました。

９／18
（金）

総合防災訓練
地震の教訓を活かして

　市内全域で珠洲市総合防災訓練を実施し
ました。
　訓練は、震度 7 の地震が発生し、石川県
に大津波警報が発表された想定で行われま
した。
　参加者は、緊急避難場所への移動や避難
所開設の訓練を行い、緊急避難場所には
1,657 人が、指定避難所へは 471 人が避難
しました。避難所開設訓練では、マイナン
バーカード等により避難された方の受付や
集計を行う「避難所管理システム」の運用
訓練も実施されました。
　災害対策本部会場の市議会議場では、石
川県、警察署、消防署、自衛隊などの関係
機関と災害対策本部の運営にかかる対応方
法の検証および職員の初動対応能力の向上
を目的とした図上訓練が行われました。図
上訓練では、ドローンによる被災状況把握
や、シン・オートコールを活用した職員の
安否確認等も併せて行われました。

10／４
（日）
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髙木美帆さんが珠洲市を訪問
トークイベントを開催

　スピードスケートのオリンピック金メダリスト
で国民栄誉賞を受賞した髙木美帆さんが珠洲市を
訪れ、「自分の心の声を聞く なりたい自分へ一歩
踏み出すために」をテーマにトークイベントを行
い、市民と交流しました。
　トークイベントでは、「ソチ 2014 冬季オリン
ピックに出場できなかったことで、自分が心から
望むものだけを目標に設定して取り組むようにな
り、途中どんなにつらいことがあっても耐えられ
るようになった。」と自らの気持ちに忠実な目標
設定の重要性を語りました。
　５日には市内の仮設住宅で市民と交流し、６日
は公民館で、健康増進や認知症予防につながる運
動を市民とともに楽しみました。

10／４
（日）

　

　石川県内の消費生活相談窓口には、毎年約 8,000
件の消費生活相談が寄せられています。また、令和
８年（今年）の１～５月の特殊詐欺被害額はすでに
約 20 億 6,700 万円と報告されており、昨年の同時
期に比べても約 1.7 倍の被害金額となっています。
　なぜ、私たちは気付かずに騙されるのでしょうか。
　そのメカニズムを一緒に考えてみませんか？
▷日時　12 月５日（土）
　　　　13 時 30 分～ 15時 30分（受付開始 13時）
▷場所　奥能登広域圏消防本部２階多目的ホール
▷講師　夏原 武 氏（漫画原作者、ルポライター、　
　　　　作家）
▷受講料　無料
▷定員　100 名（先着順）
▷申込締め切り　12 月２日（水）
■申込・問い合わせ　奥能登広域圏事務組合　
　　　　　　　　　　☎ 0768(26)2314
　　　　　　　　　       0768(26)2315
　　　　　　  　　　　  okunotokoik@gmail.com

　　　　  令和８年度消費者セミナー

人が騙
だま

されるメカニズム ～人間経済学講義「カモリズム社会」～

FAX
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　石川職業能力開発短期大学校 ( 愛
称：ポリテクカレッジ石川 ) は、企
業で即戦力となるテクニシャン・エ
ンジニアを育成しています。
　就業経験があり、ものづくりに対
して強い関心と技術を習得する意思
のある方の社会人推薦、事業主の推
薦する在職者の方の事業主推薦も随
時募集していますのでお問合せくだ
さい。
＊北陸職業能力開発大学校 ( 富山県
魚津市 ) のキャンパスに一時移転し
て授業を行っておりますが、令和 9
年 4 月からは穴水キャンパスが再始
動し、新科「デジタル創造技術科」
が誕生します。
■自己推薦Ｂ日程
▷募集コース名　デジタル創造技術科
　機械コース、電子情報コース
▷出願期間　11 月 25 日（水）
　　　　～ 12 月 9 日（水）
▷選考日　12 月 19 日（土）
▷合格発表　12 月 24 日（木）
■オープンキャンパス
▷日時　12 月６日（日）
　10 時～ 14 時 10 分（1 日）
　10 時～ 12 時（午前のみ）
　12 時 10 分～ 14 時 10 分（午後
　のみ）
▷場所　北陸職業能力開発大学校　
　( 富山県魚津市川縁 1289 ‐ 1)
▷内容　大学校説明、体験授業（３
　DCAD による設計、電子回路
　CAD 等）など　　　
　ポリテクカレッジ石川学務援助課
　☎ 0765(23)0169

今月の納期
 11 月 30 日（月）

国民健康保険税 第５期
後期高齢者医療保険料 第８期

ポリテクカレッジ石川
令和９年度入校生募集

■問

■問

　河川でサケ（鮭）を無許可で捕獲
することは、水産資源保護法で禁止
されています。この法律に違反する
と１年以下の懲役または 50 万円以
下の罰金が科せられます。
　産業振興課　農林水産振興係
　☎ 0768(82)7767 

河川でサケ（鮭）を捕
獲することは禁止

珠洲焼の「コーヒード
リッパー」作り

　陶芸センターでは、珠洲焼の「コー
ヒードリッパー」作りの参加者を
募集します。
▷日時　11 月 15日（日）
　　　　９時～ 12 時
▷場所　陶芸センター（蛸島町）
▷参加費　1,500 円
▷定員　24 名
▷申込期間　11 月１日（日）
　　　　　　　　～14日（土）
▷その他　汚れてもいい服装または
　エプロンを着用し、手拭きタオル
　を持ってきてください。
▷申込　下記まで申込
　陶芸センター
　☎ 0768(82)3221
■問

■問

　働く人も事業主の方も職場でのお
悩みや疑問を労働・年金の専門家で
ある社労士に相談してみませんか？

【ハラスメント、労働条件、育児休業・
介護休業、健康保険・労災・雇用保険、
各種年金（老齢・障害・遺族） 、成
年後見制度など】 ※予約不要です
▷開催日時　12 月２日（水）
　　　　　　10 時～ 17 時
◎対面による相談
▷場所　JA 能登わかば本店
　　　　七尾市矢田新町イ部６番地７
◎電話による相談
　専用ダイヤル　
　☎ 076(291)5418
　☎ 090(3427)2257
　石川県社会保険労務士会
　☎ 076(291)5411 

社労士による無料相談
会（対面・電話）

■問

　災害などの発生時、Ｊアラートか
ら送られてくる緊急情報を確実に伝
えるため、防災行政無線を使った訓
練放送を行います。皆さまのご理解
をお願いします。
■緊急地震速報訓練
▷日時　11 月５日（木）　10 時頃

■全国一斉情報伝達試験
▷日時　11 月 11 日（水）11 時頃
　危機管理室
　☎ 0768(82)7725

防災行政無線訓練（試
験）放送

オープンキャンパス
情報

入試情報

あすなろ悠々塾 in 能登

▷日時　11 月 18日（水）
　　　　13 時 30 分～ 15 時
▷演題　能登半島で 56 年ぶりのト
　　　　キ放鳥　復活を祈る
▷講師　西屋 馨 氏
▷場所　のと里山ポケモン・ウィズ・
　　　　ユー空港４階講義室
▷受講者　32 名（先着順 受講無料）
▷申込　11 月 17 日（火）まで
▷申込方法　以下二次元コードから
  石川県立生涯学習センター能登分室
　☎ 0768(26)2360

■問
■ 外山 茂
令和６年能登半島地震・奥能登豪雨
により被災した子どもたちへの支援
として
詩集「言の葉」～今、ここに生きる～
12 冊

ご厚志ありがとうございます
10 月 15 日 受付分まで  　（敬称略）
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珠洲市公式 LINE

LINE
@suzucity

▷日時　11 月 28 日（土）
　面談相談　13 時～ 16 時（随時）
　電話相談　10 時～ 16 時（随時）
　　　　　　☎ 076(218)5665
▷場所　珠洲商工会議所
　石川県司法書士会
　☎ 076(219)7070

県内一斉 司法書士会・
税理士による相続・遺言・
成年後見無料相談会

■問

　「税を考える週間」とは、皆さま
に税の仕組み、使い道や必要性につ
いて考えていただき、税金に対する
理解を一層深めていただくことを目
的として設けられた週間です。
　この「税を考える週間」に併せて、
小中学生から応募があった税に関す
る作品の展示（書道・ポスター・作文）
を予定しておりますので、ぜひご覧
いただき、私たちにとって身近で大
切な税金について一緒に考えてみま
せんか。

【税に関する入賞作品展】
◆展示期間　
　11月11日（水）～11月17日（火）
◆展示場所
　珠洲市役所１階市民ホール

【奥能登地区入賞作品展】
◆展示期間　
　11 月 19 日（木）～ 30 日（月）午前
◆展示場所
　のと空港ターミナルビル３階　
　展望ロビー　　
　輪島税務署　総務課
　☎ 0768(22)2242

11 月 11 日～ 17 日は
税を考える週間

■問

半﨑美子
明日を拓く
コンサート 2027

▷日時　令和９年３月 28日（日）
 　　　  14 時開演（13 時30 分開場）
▷場所　ラポルトすず 
▷チケット発売日　12 月３日（木）
　全席指定 3,000 円（税込）
　ラポルトすず
　☎ 0768(82)8200
■問

　毎年 11 月に児童虐待の未然防
止と早期発見を図る「児童虐待防
止オレンジリボンキャンペーン」
を実施しています。オレンジリボ
ンは児童虐待防止のシンボルです。
　虐待かも？と思ったらすぐに☎

「189（いちはやく）」番にお電話
ください。
　こども家庭センター
　☎ 0768(82)7799

児童虐待防止推進月間
( オレンジリボンキャ
ンペーン )

男性限定介護予防教室
「オヤジずむ」

▷対象　要介護認定を受けていない
　65 歳以上の男性
▷日時　11 月 19日（木）
　　　　10 時～ 11 時 30 分
▷内容　アクアリウム（海ボトル）作り
▷場所　産業センター２階会議室
▷参加費　無料
▷定員　20 人
▷申込締切　11 月 12日（木）まで
▷申込　下記まで申込
※参加者には元気ポイント 10ポイ
　ントを進呈します。
　地域包括ケア推進室
　☎ 0768(82)7746
■問

ｅスポーツ（テレビゲー
ム）で介護予防

▷対象　65 歳以上の方を対象にし
た内容ですが、どなたでも参加可能
▷日時・場所
○11 月 27 日（金）
　10 時～ 11 時 30 分　日置公民館
　14 時～ 15 時 30 分　宝立公民館
▷内容　任天堂 Switch「太鼓の達
　人」「ぷよぷよ」など
▷参加費　無料
▷申込締切　11 月 26 日（木）　
▷申込　下記まで申込
　地域包括ケア推進室
　☎ 0768(82)7746

■問

■問

多重債務者無料相談会
を開催します

　借金でお悩みの方を対象に、弁護
士、司法書士等による無料相談会を
開催します。中小事業者・個人事業
者の方からのご相談も受け付けます。

（要予約）
▷日時　11 月 19日（木）
　　　　９時 30 分～ 12 時 30 分
　　　　13 時 30 分～ 16 時 30 分
▷場所　奥能登行政センター４階
　　　　  43 会議室
▷予約　11 月 17 日（火）まで

（事業者相談は 11 月 13 日（金）まで）
▷予約方法　下記二次元コードまた
　は電話番号まで
　　奥能登広域圏事務組合
　　☎ 0768(26)2314
■問

　広報すず 10 月号の裏表紙「秋祭
り PickUp」において、日付に誤り
がありました。
　下記のとおり訂正させていただく
とともに、深くお詫び申し上げます。

▷宝立町春日野
　誤（９月７日）→正（９月５日）

▷三崎町寺家
　誤（９月９日）→正（９月 12 日）

広報すず 10 月号訂正

受診設定の登録をお願いします
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　アメリカで 11 月といえば、すぐに思い浮かぶの
が「Thanksgiving（感謝祭）」です。毎年 11 月の
第 4 木曜日に定められ、家族や親戚が集まる１年で
大切な祝日です。この期間は全米の交通機関が大混
乱すると言われ、特に連休明け前日の U ターンラッ
シュは年間で最も航空利用者が多い日の一つです。
　私が香港からアメリカに移住したばかりの子ども
の頃、感謝祭の日になると街の大半のお店やスーパー
マーケットが終日休業となり、営業していてもせい
ぜい午前中まででした。しかし、2010 年代に入ると、
商業的な競争により、感謝祭の当日の夜から営業を
開始する店舗が増え始め、これまでの常識が覆され
ました。
　ところがコロナ禍をきっかけに大きな転換期が訪
れます。アメリカでも日本と同様に外出自粛に応じ
て、在宅勤務やネットショッピングが主流になる一
方で、実店舗は深刻な人手不足に直面しました。そ
の結果、多くの企業が再び感謝祭当日の終日休業や
時短営業へと切り替えるようになりました。
　感謝祭の伝統的な過ごし方といえば、離れて暮ら
す家族が集まり、ローストターキー（七面鳥の丸焼き）
やマッシュポテトなどが並ぶ食卓を囲んで、食事を
しながらにぎやかに周りと近況報告や雑談で話が弾
みます。また、ニューヨークで朝に開催される名物
パレードの中継をテレビで見たり、午後はアメリカ
ンフットボールの試合を観戦したり、満腹でウトウ
ト昼寝したり、リラックスした時間を過ごすのも定
番です。
　近年では、留学生や単身赴任者、一人暮らしの人々
が友人を招いて祝う「Friendsgiving（フレンズギビ
ング）」という新しい文化も定着しました。食卓の主
役は伝統的なターキーだけでなく、移民の家庭では
トウモロコシ粉の生地を使用したメキシコ料理の「タ
マレス」やフィリピン料理の「豚の丸焼き」などが
並ぶこともあります。折衷料理という表現は過言か
もしれないですが、わが家では熱々の中国式火鍋を
楽しんでから、私の大好物であるパンプキンパイで
締めとしています。
　翌日の朝までゆっくり寝過ごしたら金曜日の

「Black Friday（ブラック・フライデー）」セールに

間に合わなくなります。今では日本でもおなじみと
なり、インターネット通販が普及する以前は、日付
が変わる前から目玉商品を求めて長蛇の列がニュー
スなどで映されました。ちなみに「ブラック」とい
う名称は、1960 年代にアメリカ東北部にあるフィ
ラデルフィア市の警察官が、買い物客で大混雑する
様子から呼び始めたと言われています。
　そして偶数年の 11 月には、もう一つ全米が注目
する重大なイベントがあります。11 月初旬の火曜
日に行われる「連邦選挙」です。4 年ごとの大統領
選挙と、その中間に行われる中間選挙が交互に訪れ
ます。国の法律を決める連邦議会には、国民の声を
迅速に反映するため 2 年ごとに全議席が改選される
下院と、任期 6 年で 2 年ごとに 3 分の 1 ずつ改選
される上院があります。日本に住むアメリカ市民で
ある私も、在外投票の制度を利用してこの選挙に一
票を投じます。
　アメリカの 11 月は伝統を守りつつも時代や多様
性に合わせて変化しています。

▲ローストターキーと多様
な料理が並ぶ、現代アメリ
カらしい食卓

▲「ブラック・フライデー」
の目玉商品を求め、開店
前から長蛇の列を作る買
い物客

アメリカ・テキサス州から
珠洲に来ました！

国際交流員　マン・テレンスさんのお話 　

　★今月の国際交流サロン★
国際交流サロンは外国語や異文化と触れ合えるイベ
ントです。
■日時　11 月 27 日（金） 18 ～ 20 時
■内容　一緒にボードゲームを楽しみましょう！
■場所　ラポルトすず　アトリエ工房
■問い合わせ　観光交流課交流促進係

　                  ☎ 0768(82)7776
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～ 珠洲市民図書館 ～　

開館時間：９時～ 18 時 30 分
休 館 日：月曜日・祝日・年末年始
☎０７６８（８２）３３７７

珠洲市民図書館では、さまざまな企
画を準備中。講座やイベント情報は、
図書館だよりや館内のデジタル掲示
板でお知らせしています。

知りたい！ 学びたい！
楽しみたい！ に、こたえます！・・・・・

珠洲市民図書館

すべて「参加無料」

　読み聞かせボランティアによる
おはなし会。経験豊富な読み手に
よる絵本の読み聞かせに、ひきこ
まれること間違いなし！
▷日時　11 月７日（ 土）
　　　　10 時 30 分～
▷読み手　「どんぐりの会」の皆
　さん

おはなし会

　小説や詩を耳から味わう朗読
会。「静かに読書」とは一味違
う、本の楽しみ方を体感しませ
んか？
▷日時　11 月 21 日（土）
　　　　14 時～
▷読み手　すず朗読文芸ラドリ 
　オのみなさん
▷朗読作品　「狐」新美 南吉 / 作
　紫式部の源氏物語　より
　よめぐり（珠洲高屋の民話）

上映会「シアター図書館」

　　土曜日は子ども向け、日曜日は大人向けを上映します。
■子ども向け
▷日時　11 月 28 日（土）
 　　　  ① 10 時 30 分～
　　  　 ② 13 時～
            ③ 15 時～
▷内容　「アイラと雪の女王」　（75 分）
･･･ いたずら好きな雪の女王の娘、アイラは湖の底に封じられた邪
悪な氷の妖精を解き放ってしまう ･･･

■大人向け
▷日時　11 月 29 日（日）
            ① 10 時 30 分～
　　　　② 14 時～
▷内容　「ライド・オン」（126 分）
･･･ 香港映画界伝説のスタントマンとまで呼ばれた主人公。今では
借金取りに追われながら愛馬と生活していた。

ささやかな朗読会

えほんとかみしばいの
よみきかせ

　幼児から就学前のお子さんに
おすすめ！ 参加したお子さんに
は、カードにスタンプを押します。
たくさん集めるといいことあるか
も!?
▷日時　11 月 14 日（土）
　　　　10 時～
▷テーマ　『よる』

　俳句って難しそう・・・と感
じている方へ、初心者向けの俳
句講座です。お気軽にご参加く
ださい。
▷日時　11 月 19 日（木）
　　　　13 時 30 分～ 15 時
▷講師　中川 政幸 氏（上戸町）
▷定員　15 名程度　
▷会場　珠洲市民図書館
　　　　多目的室
▷申込　図書館まで

俳句入門講座
俳句を作ってみませんか？

　上旬…「晴れ」
　下旬…「おしごと」
をテーマに本を集めました。

今月のトピック展示

図書館の傘立てがいっぱいになってい
ます。心当たりのある方はお持ち帰り
ください。
※壊れている傘は処分する予定です。

傘を忘れていませんか？

11 月 3 日（火・祝）は祝日のため、
全館休館します。
よろしくお願いします。

11 月３日（火・祝）全館休館
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　そろそろ冬の気配を感じる季節となってきました。
生き物たちも冬眠の準備や越冬地への移動、換毛する
など、冬支度を始めています。だんだんと生き物の気
配を感じにくくなっていく時期ですが、今回は、今年
の珠洲市内の生き物に関する話題を紹介したいと思い
ます。
　最初は、「珠洲の里山 いきもの観察会」について
です。今年で 14 年目を迎えるこの観察会の報告会が、
11 月 19 日（木）の 10 時からラポルトすずの大ホー
ルで開催されます。市内の小学 3・4 年生が、自分た
ちの校区内の水辺で観察した結果や気付いたこと、興
味を持ったことなどを発表します。誰でも参加できて、
途中で入退場していただいても構いませんので、時間
の許す方は、ぜひご参加ください。
　次は、トキやコウノトリについてです。羽咋市と中
能登町で放鳥されたトキは、1 羽が 1 回だけ珠洲に飛
来しています（10 月 9 日現在）。コウノトリは、早
春に去年と同じペアが同じ巣へ戻り、３羽のヒナを無
事に育て上げました。来年も戻ってきて子育てし、そ
の子どもたちがいろいろな場所へ飛び立っていくこと
を願っています。トキもコウノトリも、来年以降に飛
来する数が増えてくれるといいですね。
　最後に、生態系や人に被害をもたらす特定外来生物
のことにも触れておきます。珠洲市内では、国が指定
した特定外来生物 162 種のうち、アライグマ、オオ
クチバス（ブラックバスの 1 種）、オオキンケイギク、
アレチウリ、アメリカザリガニ、ミシシッピアカミミ
ガメの 6 種が、昨年までに確認されていました。今

金沢大学金沢大学
 能登学舎の窓から 能登学舎の窓から

年の 9 月 22 日には、新たにセアカゴケグモが市内
で見つかりました。アライグマとセアカゴケグモの 2
種類は、普段の生活の中で被害にあう可能性がある
生き物です。アライグマは、これから対策を強化し
ていきますので、見かけた時は市役所までご連絡を
お願いします。セアカゴケグモは、もともとオース
トラリアの乾燥地帯にいる毒グモです。日当たりが
よく暖かい乾燥した場所を好み、日本でも越冬しま
す。巣を作る場所は、エアコンの室外機や温水器付近、
側溝のふたの裏やベンチの裏、資材などを積んだす
きまなどが多いようです。かまれると痛みを感じて
はれたり、人によっては全身の痛みや、吐き気を感
じるなどの症状が出ることもあります。雪が降る前
や春が来たときに、気になる場所を確認していただ
くと、家の周りで増えて出会ってしまう危険が少な
くなるかもしれません。見つけた場合、駆除後でも
構いませんので、市役所への連絡も欠かさずにお願
いします。
　今後、復旧・復興事業が進み、人や物の行き来が
増えると、意図せずに外来生物が持ち込まれる可能
性も増えてしまいます。梅や桜、桃に深刻な被害を
出すクビアカツヤカミキリや、ヒアリ、ナガエツル
ノゲイトウといった生き物も急に見つかるかもしれ
ません。早期発見と早期対策には、市民の皆さんの
目の力が必要です。見慣れない生き物を見かけた時
は、市役所までご連絡をいただければ助かります。
来年も、さまざまな生き物と出会い、皆さんに紹介
できることを楽しみにしています。

◀セアカゴケグモのメス。
セアカゴケグモはメスだけ
が毒を持ち、腹部の背面に
ある赤い模様（写真では腹
部にある白い線に囲まれた
部分）が特徴。（写真：環
境省提供）

●宇都宮 大輔
　【うつのみや だいすけ】
珠洲市自然共生室自然共生研究員。
専門は花と昆虫の相互利用関係

（送粉生態学）。2007 年からマイ
スター事業のスタッフとして珠洲
で勤務。2015 年 4 月から現職。

令和 8 年度 
珠洲の里山生きもの観察会報告会＆ SDGs 学習取組報告会

■実施日　11 月 19 日（木）
■会場　ラポルトすず　大ホール
■プログラム
　10 時 ~11 時 30 分　珠洲の里山生きもの観察会報告会
　13 時 35 分 ~16 時　SDGs 学習取組報告会

生きもの観察会の報告会は、どなたでも参加可能です。
また、どちらの報告会も YouTube で配信します。
視聴する方は、右記二次元コードからご覧ください。
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【コーナー説明】市内の小・中・義務教育学校では、北國新聞社・珠洲支局の方から、新聞・記事の読み方や伝わりやすい書き方を学んでいます。
「小中学生がつなぐ連載コーナー」では、学んだことを生かして作成した学校紹介（全 11 校分）を掲載します。
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い
ま
す
。「
村
祭

り
校
歌
」
は
毎
年
演
奏
し
て
い
る

曲
で
、
全
員
が
当
た
り
前
に
演
奏

で
き
る
よ
う
に
練
習
を
重
ね
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
村
祭
り
校
歌
」
の

他
に
、
毎
年
地
域
の
方
が
元
気
に

な
る
よ
う
な
曲
を
選
び
、
合
わ
せ

て
２
曲
を
演
奏
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
方
に
演
奏
を
届
け
る
た
め

に
「
い
い
フ
ェ
ス
」
と
い
う
行
事

で
は
、
パ
レ
ー
ド
や
マ
ー
チ
ン
グ

を
披
露
し
て
い
ま
す
。
町
の
方
は
、

楽
し
そ
う
に
手
拍
子
を
し
な
が
ら

聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
鼓
笛
は

演
奏
や
マ
ー
チ
ン
グ
を
覚
え
た

り
す
る
こ
と
が
大
変
で
、
く
じ
け

そ
う
に
な
る
け
れ
ど
、
飯
田
町
の

人
に
笑
顔
に

な
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
思

い
が
あ
る
の

で
頑
張
る
こ

と
が
で
き
ま

す
。

 

飯
田
小
に
し
か
な
い
「
梅
の
里
」

　

飯
田
小
学
校
に
は
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
横
に
「
梅
の
里
」
と
い
う
梅

の
木
が
た
く
さ
ん
植
え
ら
れ
て

い
る
場
所
が
あ
り
ま
す
。
６
月
ご

ろ
に
な
る
と
、
そ
の
場
所
で
梅
採

り
を
し
ま
す
。
ぼ
く
た
ち
は
服
が

土
ま
み
れ
に
な
っ
て
梅
を
採
る

ほ
ど
、
毎
年
の
梅
採
り
が
大
好
き

で
す
。
大
き
な
袋
が
破
け
そ
う
な

ほ
ど
梅
を
た
く
さ
ん
採
っ
て
い
ま

す
。
採
っ
た
梅
は
学
校
や
家
で
梅

ジ
ュ
ー
ス
に
し
た
り
、
地
域
の
方

に
習
っ
て
梅
干
し
に
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
地
震
が
起
き
た
後
も
梅

採
り
は
続
け
て
い
て
、
飯
田
小
学

校
に
し
か
な
い
伝
統
的
な
行
事
の

一
つ
で
す
。
学
校
だ
よ
り
の
タ
イ

ト
ル
に
も
な
っ
て
い
て
、
飯
田
小

学
校
の
み
ん
な
は
「
梅
の
里
」
を

と
て
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

「
飯
田
小
学
校
新
聞
」
６
年
生
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３
年
ぶ
り
の

　
　
　
　

校
内
す
も
う
大
会
！

　

飯
田
小
学
校
で
は
、
３
年
ぶ
り

に
校
内
す
も
う
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
飯
田
小
学

校
の
す
も
う
場
で
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
は
緑
丘
中
学
校
の

す
も
う
場
を
借
り
て
開
催
し
ま
し

た
。
飯
田
す
も
う
教
室
の
青
木
さ

ん
に
、
礼
儀
や
試
合
の
仕
方
を
習

い
、
練
習
を
し
ま
し
た
。
当
日
は
、

全
校
児
童
62
人
に
よ
る
パ
ワ
フ
ル

な
す
も
う
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
競

技
す
る
人
だ
け
で
な
く
、
観
戦
し

て
い
る
児
童
も
伝
統
の
掛
け
声
で
、

会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
今
年
の
す
も
う
大
会
で
は
、

縦
割
り
班
対
抗
の
団
体
戦
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
自
分
の
チ
ー
ム
の
た

め
に
、
力
い
っ
ぱ
い
競
技
し
ま
し

た
。
勝
ち
負
け
は
あ
り
ま
し
た
が
、

協
力
し
て
す
も
う
を
取
っ
た
り
応

援
し
た
り
で
き
た
の
で
、
み
ん
な

の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。
保
護
者

の
方
の
応
援
や
青
木
さ
ん
の
指
導

の
お
か
げ
で
、
思
い
出
に
残
る
す

も
う
大
会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

  ＃５  笑顔輝け　飯田町！　飯田小学校
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